
学校教育目標＜ふるさとを愛し、高い知性と豊かな情操、たくましい意志と創造的な個性をもつ 心身ともに健全な生徒の育成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月最終週の２６日（月）に、今年度の生徒会活動のス 

タートとなる前期生徒総会が行われました。生徒会スロー 

ガン、生徒会重点項目や緑水祭、委員会・部活動の活動計 

画といった生徒会活動の基本方針を玉中生全員で真剣に議 

論しました。R７年度の生徒会スローガンは「TRY-angle」 

に決定、このスローガンには、玉幡中学校の全校生徒一人 

一人の視点（angle）から、新たなことを見つけて、それに 

挑戦（TRY）する心を持ってほしいという想いと、楽器の「トライアングル」が様々な音

を奏でるよう、一人一人の個性が輝きながら一つになれるような学校を目指すという想い

が込められているスローガンになりました。また、３つの生徒会重点項目も、「①笑顔で 

TRY」、「②真剣に TRY」、「③青春に TRY」と決まり、「① 

笑顔で TRY」の具体的な取組である「あいさつ活動」を今 

より活発にするためには、どうしたら良いかを話し合う場 

面では、全学級の班単位で一斉に話し合い、班の代表が「笑 

顔で自然なあいさつをしたらいい」、「学年から選ばれた人 

を中心に活動をする」などと、活発に意見を発表し、議論 

していました。 

 

 

 

県総体・県コンクール激励会に向けて、玉中生全員で誇 

り高く素敵に、校歌「風の記憶」を歌って選手を激励しよ 

うと、５月２６日（月）からの１週間、全校一斉に校歌練 

習を行いました。帰りの会になると、一斉放送で校歌の伴 

奏が流れ、どの教室からも素敵な歌声が聞こえました。練 

習最終日には、校舎全体に校歌「風の記憶」が響き渡り、 

歌い終わると、全校一斉に大きな拍手が湧き起こりました。 

生徒会スローガン「TRY-angle」（一人一人が様々な音を奏で、学校が一つになる）を目指

し、これからも、誇り高く素敵な校歌を歌い続けてほしいと思います。 
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５月３０日（金）「県総体・コンクール激励会」が本校体育館で行われました。当日は、

学校開放日でもあり、１０３ものご家庭が、生徒たちの授業や、激励会も含めて参観して

くださいました。ありがとうございました。激励会での選手たちは、分かってはいました

が、とても輝いて見えました。運動部最大で最高の目標である県総体、そして、吹奏楽部

はコンクールに向けて、「チーム一丸となって、目標にのぞむ！」と決意表明を行っていま

した。当然、スポーツやコンクールは、勝ち負けがあります。しかし、結果が全てではあ

りません。大切なことは、自分たちが、ここまでチームと 

して「磨いてきた・こだわってきた」ことを出し切ること 

だと思います。チーム玉幡中の代表として、勝つことだけ 

でなく、勝つのに値する、ふさわしいチームであってほし 

いと願います。チーム玉中の「頑張り」をとても楽しみに 

しています。頑張ってください！  

 

 

 

５月の授業参観や、学校開放日でもご覧になったと思いますが、玉中の生徒たちは、ど

の教科においても、意欲的に、そして真面目に、日々の学習をすすめています。保護者の

皆様が生徒だった頃とは、学び方も少しずつ、変わりつつあります。様々な教科の中で、

国の「GIGA スクール構想」によって導入された「一人一台パソコン」といったＩＣＴを活

用した授業が、玉幡中においても行われています。ＩＣＴ機器を活用し、「友達と考えを共

有・比較したり」、「自分の考えを整理・表現したり」、「友達と協力しながら学習を進めた

り」、「自分のペースで振り返りながらチャートを作成したり」といった授業をそれぞれの

教科において進めています。また、生徒一人一人が、資料集･辞書・タブレットなど、何を

使って、どう学習を進めるかを選択したり、一人で･二人でなどと、誰とどう学習するかと

いった学びの形態を選択できる、生徒主体の授業にも、徐々に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


